





日本を通じて日本を通じて

白い旅、日本を通じて (しろいたび、にほんをつうじて)





      
 
Passant par Hiroshima, igé sur place, pétriié,
Voyage Blanc à travers le Japon, destin lié.

輝 く ニ ュ ア ン ス の 旅 路 に 織 り な す 中 で 、
島々を探検する若者、驚きに満ちた心を持って、
広 島 を 通 り 抜 け 、凍 り つ き 、石 化 す る 。
日 本 を 貫 く 白 い 旅 、運 命 に 結 ば れ て 。

      
     
Passing through Hiroshima, frozen in place, petriied,
A White Journey through Japan, fate intertwined.




雪祭り （札幌）







              

            





     









          





    






















嵐山 （京都）























         



















          









穂高岳





「ヴォワイヤージュ ブラン（白い旅）」は、真っ白な布地を出発し、安らぎと
調和という普遍的なコンセプトへと至る旅です。創作に際しては、作家の関
心はこのコンセプトを一旦離れ、彼が指で触れる素材へとより向けられ、完
全には混ざり合わない４つの材料―水、墨、糊、そしてわずかな白絵具―の
組み合わせから、遊び心のある作品を生みだしました。これらの材料を扱う
には、繊細な手作業が必要とされます。墨を含ませた筆を水に浸すことで黒
い水玉模様を描き、これを布地に転写することで、墨が、絵具や糊と統合さ
れます。

このようにして、布地を中心とし、彫刻、写真、絵画といったさまざまな作品
からなるコレクションが完成しました。布地の観念的ともいえる曲線を、周
りの作品たちが芸術へと昇華させています。

ティエリ・エステルはレユニオン島にルーツを持つ作家で、自身のアイデンテ
ィティを欧州に置いています。幼少期より多様な芸術に触れて育った彼は、
さまざまな職業と並行して、生涯にわたり創作活動を行っていくことを選択
しています。

近年の彼の作品は、その展示場所で制作されています。この多面的な作家
は、技術、材料、基材を巧みに組み合わせ、飽くなき追求で作品を完成させ
ます。

ティエリ・エステルはあらゆる作風やテクニックを取り入れます。フランスと
ヨーロッパで展示されている彼のさまざまなコレクションでは、絵画、彫刻、
クロッキーが採用されています。

日本へのヴォワイヤージュ ブラン 




信濃津彦









           







           

      


             
  



     




           
      
          








妖怪






鳴門の渦潮






ヤスケ、黒いサムライ





À la in du XVI


         


     
 

















       


    


     

       
        

      



        
       
   





        
    





        
    




      
       
       
    
 


     
      


       













Sōhei 
僧兵






山の日






明智光秀 （侍）






芸者






広島（1945年8月6日）































1945年8月6日、広島、午前8時15分：

孤立した飛行機は防衛の発射を引き起こさなかった。午前8時15分、飛行機は4.5トンの「リトルボ
ーイ」という名前の爆弾を市の上空に投下しました。これは長さ4.30メートル、直径76センチメート
ルで、その後158度の旋回をして離れました。43秒後、高度600メートルで爆発しました。
まぶしい閃光に続いて直径1キロメートルの火の玉が生じ、次に爆撃機を激しく揺さぶる恐ろしい
衝撃波が続きます。数秒で、高さ12,000メートルまで巨大な煙の柱が立ち上がります。恐怖に震え
ながら、ルイス船長は「私たちは何をしたのだろう、ああ神よ」と叫びました。

地上では、街全体が存在しなくなりました。7万5,000人が即死し、その後数週間で5万人が消えま
した。3日後、長崎の港上空で第二の爆弾が爆発し、最後の日本の抵抗の意欲は失われました。8月
15日、広畑皇帝自らが帝国の降伏を発表しました。

おそらく、アメリカによる1945年8月6日の広島への原爆投下による爆撃で、どのようにして生き物
が生き残ることができるのか疑問に思っていることでしょう。実際、原爆の爆発は広島市のほとんど
を壊滅させ、約25万人の犠牲者を出しました。そのうち70％以上が爆撃の瞬間に死亡しました。

驚くべきことに、爆風の中心に近い場所にいた生物が、非常に激しい爆風にもかかわらず生き残った
のです。それが「四十万銭の木」とも呼ばれる銀杏の木（ginkgo biloba）で、この木は爆発に耐えだ
けでなく、変形の兆候すら見せませんでした。



裸祭り











      
     



 








日本の裸祭り、裸祭り（はだかまつり）。

日本の厳しい冬の夜の一つに、約1万人の男性たちが
ふんどしだけを身に着けて集まります。

岡山の西大寺で毎年2月の第3日曜日に行われる西大
寺会式裸祭りは、日本の祭りの一つです。

冷たい冬の夜の一つに、約1万人の男性がふんどしや
時にはショーツと伝統的なコートである袴（はっぴ）を
身に着けて、岡山の西大寺の周りに集まり、神官が神
聖な棒「真義」と呼ばれる棒を投げるのを待ちます。

この祭りの勝者は、その棒を捕まえて米が詰まった箱「
升」と呼ばれる中に押し込む人々です。






裸祭り




裸祭り




裸祭り




イチョウの木






      
  




         

      

        
 




一本の木が広島の爆発に耐え、爆心地から1キロ未満
の位置にあった！

おそらく、アメリカによる1945年8月6日の広島への
原子爆弾投下による爆撃で、どのようにして生き物が
生き残ることができるのか疑問に思っていることでしょ
う。実際、原子爆弾の爆発は広島市のほぼ全体を壊滅
させ、約25万人の犠牲者を出しました。そのうち70％
以上が爆撃の瞬間に亡くなりました。

驚くべきことに、爆心地に近い位置にいた生き物が、
非常に激しい爆風を耐え抜いて生き残ったのです。そ
れは「四十万銭の木」とも呼ばれる銀杏の木（ginkgo 
biloba）で、この木は爆発に耐えただけでなく、変形の
兆候も見せませんでした







墨絵






石見銀山





47 rōnin / Akō rōShi 
四十七士 （赤穂浪士）






日本のセラパキス・ビロイ（Cerapachys biroi）の谷






日本列島






彼岸花






[彼岸花]

       



   



“ leur des morts ”“ leur des fantômes ”
“ leur de l’au delà ”



     
       









    




   



       

      











彼岸花の花
彼岸花（ひがんばな）は、文字通り「秋分の花」
という意味で、日本で最も象徴的な花の一つ
です。

その特異な形状であるアマリリス、国際的に
最も一般的に認識されている名前であり、フ
ランスでは日本のアマリリスまたは赤いリコリ
スと呼ばれることが一般的です。その深紅の
色から、「死者の花」、「幽霊の花」、「あの世の
花」とも呼ばれ、人間の世界の自然の花の対
極に位置するものとなりました。

伝説
これらの呼び名は、墓地の近くに成長し、秋分
の時期に開花する傾向があることに由来して
います。

- 墓地の近くに成長する。
- 秋分の時期に開花する。
- その球根は毒を含んでいます。

冥界への道には彼岸花が豊富に存在すると
言われています。したがって、死と関連があり、
墓を飾るために使用されます。それは永遠の
別れの象徴となりました。

これは女神アマテラス自身によって呪われた
花で、彼女の監視を担当していた者たちが彼
らの運命に逆らおうとしたことを非難されま
した。

妖精の物語：マンジュとサカ
マンジュは彼岸花の葉を見守る役割を担当
し、サカは花を見守る役割を担当していまし
た。しかし、これらの2人の妖精は出会い、彼
らの任務を捨ててしまいました。この出会いか
ら、運命に逆らう愛が生まれました。

怒った女神アマテラスは彼らを分離し、呪い
をかけました。彼らは二度と会うことはありま
せんでした。そのため、彼岸花が咲くと葉が散
り、葉が芽吹くと花がしおれてしまうとされて
います。




玉泉洞 （ぎょくせんどう）






与那国島






ひたち海浜 （公園）






高千穂神社






一握りの砂







On vous emmène à la découverte d’un grand poète du début du XX siècle, Ishikawa TAKUBOKU, mort de la tuberculose 
à vingt-six ans, souvent qualiié de Rimbaud japonais.




           
Le Jouet triste”

石川啄木（いしかわたくぼく）は、明治時代の日本最大の詩人です。彼の大著「一握りの砂」
は1910年に刊行されました。

20世紀初頭の偉大な詩人、石川啄木のことを紹介します。彼は結核で26歳で亡くなり、しば
しば日本のランボーと評されています。

常に虚弱な健康状態であったにもかかわらず、彼は東京に戻り、執筆を続けることを決意し
ます。1910年、朝日新聞は彼に詩のコーナーを担当させ、彼の詩集「一握りの砂」が出版さ
れました。彼の健康状態は悪化し、1911年に入院を余儀なくされました。結核は彼を1912
年に母の死の直後に襲い、彼を逝去させました。彼の友人は同じ年に彼の最後の短歌集「悲
しいおもちゃ」を出版しましたが、その原稿を彼が亡くなる前に託されていました。




            

           




























   
que l’on oublie dificilement     

          
«Dans ma tête tout est tanka. Tout ce que je vois 












L’ample veste à leurs rouges



私を愛する：自己を書く
この本は、実際には石川啄木の最初の大きな短
歌集「一握りの砂」の第一部であり、1910年に出
版され、500以上の詩を含んでいます。これらの詩
は、作者がわずか22歳の時に創作のインテンシブ
な期間の結果です。

彼は1908年6月に日記で書いています：
「昨夜、寝る前に短歌を書き始めました。私の熱
意は時間と共に高まり、夜通し書きました。夜明け
には本名寺の墓地を散歩しましたが、それが私を
かなりリフレッシュしました。私の熱意は続き、昨
夜から今朝11時までに120以上の短歌を作りま
した。」

内省：
私の心が暗闇の深淵に吸い込まれる感覚
疲れ果てて眠りに落ちる

するべき仕事を持って
それを遂行しながら死ぬ
それはどれほど素晴らしいことでしょう

閃光：
どうしても家を出て
深呼吸する
太陽の温かさ

あるいは存在するだろうか
その淡い緑色の薬
私の体を透明にするであろう

煙：郷愁の螺旋
この2部は（「忘れがたき人々」と共に同じ書物に
出版された）子供時代の思い出に捧げられていま
す...
彼はまた、これらの思い出を書くことが彼に与える
感情について日記に記しています。「私の頭の中は
全て短歌です。私が見ること、聞くことは全て短歌
になります。今日、私は午前2時までに141の短歌
を作りました。そのうち40は私の両親に関するも
のです。それらを書く間、私は涙しました。」

痛みのように
いつか故郷の思い出が戻ってくる
空に立ち昇る煙は悲しい

私の故郷の方言
- 駅の人ごみの中で
その声を聞きに行く

赤い花模様の大きな上着
私はそれをまた見返します
6歳の私の愛情




城ヶ崎（日本の荒涼とした海岸を発見する旅）






蛍の夜明け、ほたる






紀伊山地





Yūrei 
幽霊






剣岳 （富山）








長崎（1945年8月9日）






空から見た長崎（1945年8月9日）







LA BOmBe nUcLéAIRe
« LITTLe BOy »

A éTé LARgUée
sUR LA VILLe JApOnAIse

D’HIROsHImA.

1945年の断片から成る絵画

核爆弾
「リトルボーイ」

が投下されました
日本の都市

広島に。





LA BOmBe ATOmIqUe
« FAT mAn »
A éTé LARgUée
sUR LA VILLe JApOnAIse
De nAgAsAKI.

1945年の断片から成る絵画

原子爆弾
「ファットマン」
が投下されました
日本の都市
長崎に。




B-29爆撃機






放射線






被曝 （ひばく）






黒い雨






広島の原爆キノコ雲








爆弾は地上587メートルで爆発し、島病院の真上で垂直に爆発しました。








円状になった同心円が、被害のグラデーションを示しており、ゼロ地点から3,300メ
ートルまでの範囲で被害が生じました。








「激しい火の玉、それが広島の住民が8月6日の朝に最初に目撃したものです。








8月6日、原子爆弾が広島に投下され、14万人以上の犠牲者が出ました。






原爆ドーム












原爆ドーム、または原爆ドーム、広島平和記念碑とも呼ばれるこの建物は、広
島市に1915年に建設され、広島県の工業展示場として使用されました。この
建物は、1945年8月6日の原子爆弾爆発時に倒壊しなかったわずかな建物
の一つです。

それ以来、建物はそのまま保存され、平和と核兵器廃絶の記念碑となりまし
た。その名前は、日本語の「原爆」から来ており、「原子爆弾」を意味する「原子
爆弾」の略語「原爆」に由来しています。



ces deux boMbes nucLéaires sont Les seuLes à avoir été utiLisées
en teMps de Guerre. eLLes ont entraîné La Mort

de 140.000 personnes à hiroshiMa, 74 000 à naGasaki

Technique mixte sur papier 57X76 cm

これら2つの核爆弾は、戦時中に使用された唯一の核爆弾です。広島では14万人、長崎では
7.4万人の死者をもたらしました。



« 6 août 1945 - 6 août 2020 » 75 ans

1945年8月6日 - 2020年8月6日 75年

Technique mixte sur papier 57X76 cm






彫刻
2020年広島の架空の発掘...




宅ぼくの写真フレーム





未完成の頭
長崎の歴史に満ちた廃墟の中心に、驚くべき芸術的発見が浮かび上がりまし
た。「未完成の頭」と名付けられたこの謎めいた彫刻は、時間と破壊に抗う存
在で、地域の考古学的発掘で見つかり、それ以来、世界中の訪問者の想像力
を魅了しています。

この作品は、完璧と不完全の間にある超現実的な調和を具現化しています。こ
の頭部の細部は、緻密に彫り込まれたそれぞれのディテールが、完成と未完成
の美しさを同時に放っています。芸術家の巧みな手が、石を優しく撫でる感触
がほとんど感じられるかのようで、柔らかな曲線と繊細な角度を生み出してい
ます。

この頭部は、原爆「ファットマン」によって破壊
されたのでしょうか、それともアーティストが
石に彫りつける途中で、キノコ雲が長崎を照ら
した際に中断されたのでしょうか？この彫刻に
は、長崎における1945年8月の人間の悲劇の
隠喩が見る人によって見出されています。未完
成の頭は、中断された人生の隠喩として、人間
の存在の脆弱性と将来の世代のために平和を
保持する必要性を思い起こさせてくれます。

この芸術作品を眺めるすべての訪問者は、過
去と現在との独特なつながりを感じるようで
す。未完成の頭は時間を超越し、観客を過去の
時代につなげながら、現在の世界的な課題に
ついて考えることを促します。

「未完成の頭」は、抵抗力と希望の象徴とし
て、長崎においてアートが時を超えて存在し、
深い感情を伝え、持続的な内省を促す能力を
具現化しています。それはそこに留まり、時間の
中で凍りついており、それに目を向けるすべて
の視線が新しい意味を吹き込み、共通の人間
性に対する新たな理解をもたらすのを待って
います。





       













       
 
























      














 













       







本






本 - 鏡の本






靴






十代の頭蓋骨






花瓶




皿






食器、グラス、小瓶




ボトル、グラス






ナッツ、卵




キャンドルスティック






香水、ヘアブラシ、おしろい、小さなレースの箱






見知らぬ人の胸像






セックスを守る





Thierry Esther, un talentueux artiste originaire de l’île de 
La Réunion, peut être considéré comme le Jean-Michel 
Basquiat français. Tout comme l’artiste américain, Thierry 
        
déménagé en France alors qu’il n’avait que 8 ans. Ce fut 
lors d’un atterrissage d’un Boeing sur le tarmac d’Orly, il 
a mis pour la première fois les pieds sur le sol français. Sa 
mère Valentine, une créatrice de mode à La Réunion, a dû 
se reconvertir en agente d’entretien, impossible pour elle 
de continuais son métier de créatrice. Cependant, elle a vite 
compris que son ils Thierry avait un don créatif et l’a en-
couragé à explorer son potentiel artistique en l’emmenant 
visiter des musées, des expositions et des galeries d’art.

Thierry a créé plusieurs séries d’œuvres d’art marquantes 
qui ont captivé le public et suscité la rélexion. Sa première 
        
des produits ménagers pour construire et déconstruire des 
œuvres d’art. Il a également créé une série sur la célèbre 
cantatrice Maria Callas, intitulée « Peinture, Musique & 
Poussière ».
La dernière série porte sur le Japon, relétant sa perception 
de ce pays à la fois ancien et moderne, à travers les cerisiers 
en leurs et l’impact de l’énergie nucléaire. Cette exposition 
aurait dû voir le jour en 2020, malheureusement, la pandé-
mie a reporté sa tenue à 2023.

Son prochain projet artistique, intitulé « Destruction des 
œuvres », montrera comment Thierry crée des œuvres d’art 
pour les détruire ensuite partiellement à l’aide d’un chalu-
meau. Cette série mettra en lumière la beauté de la création 
et de la destruction, un sujet controversé pour certains.
Tout comme Basquiat, bien que Thierry soit souvent mal 
compris par le milieu de l’art, il a néanmoins un public i-
dèle qui le suit dans ses aventures créatives. Ses œuvres 
provocatrices stimulent la rélexion et la discussion, ce qui 
témoigne de la profondeur de son talent en tant qu’artiste. 
Les deux artistes partagent une vision unique et originale de 
l’art et une capacité à explorer des sujets controversés avec 
une démarche provocante.






• VOYAGE BLANC à travers le Japon
du 22 Avril au 31 Mai 2024
Patronage laïque Jules Vallès 75015 Paris (France)

• VOYAGE BLANC à travers le Japon
du 27 Juillet au 7 Août 2023
NAT Pavillon Davioud jardin du Luxembourg 75006 Paris (France)

• LEs ExPrEssiONs FACiALEs (exposition photo)
du 8 septembre au 8 novembre 2018
61 rue Quincampoix 75004 Paris (France)
• FONDs D’ATELiEr
du 1er Mars au 21 Avril 2018
61 rue Quincampoix 75004 Paris (France)

• PEiNTurE MusiQuE ET POussièrE (extrait Maria Callas)
du 8 septembre au 13 0ctobre2017
61 rue Quincampoix 75004 Paris (France)
• PEiNTurE MusiQuE ET POussièrE (extrait Maria Callas)
du 23 Août au 5 septembre 2017
NAT Pavillon Davioud jardin du Luxembourg 75006 Paris (France)

• PEiNTurE, MusiQuE ET POussièrE (extrait Maria Callas)
du 26 Décembre 2015 au 26 Mars 2016
Galerie de la réunion 75004 Paris (France)

• FiLuM 
du 26 Octobre au 28 Décembre 2013
Au Fil des saisons 75003 Paris (France)
• ExPOsition PriVÉE 
vendredi 26 Juillet 2013
ArtLigre Paris 75012 Paris (France)

• LEs TABLEAux Du TEMPLE 
du 17 septembre au 30 Novembre 2012
Pascal du Temple 75003 Paris (France)
• Au PLus PrOFOND Du rÉEL 
du 15 au 29 Août 2012
Abbaye de Fontmorigny Menetou Couture 18320 (France)
• DE PrOFuNDis 
du 15 Mai au 9 Juin 2012
ArtLiGrE 75012 Paris (France)

• TrANsE & FOLiE 
du 22 Mars au 20 Mai 2011
ArtLigre 75012 Paris (France)


• FOND D’ATELiEr 
du 1er au 31 Décembre 2010
Atelier de Paris - 75012 Paris (France)
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le parc Ōdōri, Susukino, et à la base des forces japonaises 
d’autodéfense de Makomanai.


         
Kyoto. Les japonais admirent les vues entre ses montagnes leu
ries au printemps et colorées de rouge à l’automne. 
La magniique bambouseraie y apporte sa touche de vert en 
toute saison.


Le mont Hotaka est une montagne des monts Hida, au Japon. 
Situé à la limite entre Takayama dans la préfecture de Gifu et 
Matsumoto dans la préfecture de Nagano, ce pic pyramidal fait 
partie des 100 montagnes célèbres du Japon.


C’est le kami du vent et de l’air. Le soufle de la poitrine d’Izanagi 
donna naissance au premier Kami du vent, Shina Tsu Hiko, qui 
créa à son tour la déesse Shina-to-Be pour balayer la brume qui 
recouvrait la Terre.

5. Les Yōkai
Les yōkai «esprit», «fantôme», «démon», «apparition étrange» 
sont un type de créatures surnaturelles dans le folklore japonais. 
Il est souvent représenté comme un esprit malfaisant ou simple
ment malicieux démontrant les tracas quotidiens ou inhabituels.



         
de Tokushima (sur l’île de Shikoku) et l’île d’Awaji (préfecture 
de Hyōgo) au Japon.


Ancien esclave né sur la côte est-africaine au milieu du XVI
siècle, Yasuke est devenu le premier samouraï étranger de l’his
toire du Japon.


Sumi est le nom japonais de l’encre de Chine. L’encre tradition
nelle utilisée en calligraphie japonaise est appelée sumi. Le su
mi-e désigne littéralement « la peinture » ou « le dessin à l’encre ». 
Il s’applique aujourd’hui pour les créations qui répondent à des 
schémas traditionnels stricts et culturels, mais moins pour des 
créations libres et originales. 

9. Sōhei
Les Sōhei étaient une classe de moines-guerriers bouddhistes du 
Japon médiéval. À certaines époques de l’Histoire, ils avaient 
un pouvoir considérable qui obligeait les daimyō à collaborer 
avec eux, ou occuper la capitale lorsque l’empereur prenait des 
décisions qui leur déplaisaient.


Instauré au Japon en 2016, le Yama no hi est célébré le 11 août. 
Le Japon, seul pays au monde à rendre hommage à la montagne 
grâce à ce nouveau jour férié, espère donner l’opportunité à 
 
bienfaits.


Akechi Mitsuhide, 10 mars 1528 – 2 juillet 1582, surnommé 
Jubei, était un samouraï né dans la province de Mino pendant la 
période Sengoku de l’histoire du Japon.


Une geisha, est au Japon une artiste et une dame de compagnie, 
qui consacre sa vie à la pratique artistique rafinée des arts tra
ditionnels japonais pour des prestations d’accompagnement et 
de divertissement, pour une clientèle très aisée.


Vivre sans reine Dans leur étude, les chercheurs ont choisi 
une surprenante espèce de fourmi rouge vivant au Japon et à 
Taïwan (Cerapachys biroi). Celle-ci se reproduit sans féconda
tion (par parthénogenèse). La parthénogenèse comme moyen de 
reproduction élimine l’inluence de la génétique ainsi que celle 
de la morphologie comme facteurs de répartition du travail. 

les relations de dominance, expliquent les auteurs.


Le 6 août 1945 à 2h45, le colonel Tibbets décolle. Le temps est 
clair. À 8h14, Little Boy est larguée. Encore une poignée de 
secondes, et la première bombe atomique de l’histoire explose à 
580 mètres au-dessus d’Hiroshima.


Iwami Ginzan (« la Montagne d’argent d’Iwami ») est le site 
d’une ancienne mine d’argent dans la ville de Ōda de la préfec
ture de Shimane au Japon. 
La mine a été en service du XVI au XIX siècles. À son apogée 
au début du XVII siècle, sa production annuelle (30 tonnes) a 
compté pour un tiers de la production mondiale. Elle a été ins
crite au patrimoine mondial de l’humanité en 2007.


Le Hadaka Matsuri est un festival religieux annuel doublé d’une 
compétition virile célébrant la quasi-nudité à l’épreuve du 
froid hivernal dans plusieurs villes du Japon. Le plus célèbre, à 
Okayama, le 18 février.


Un arbre a survécu à l’explosion d’Hiroshima en étant à moins 
d’un kilomètre de l’épicentre ! Étonnamment, un être vivant qui 
était tout près de l’épicentre a survécu à l’impact extrêmement 
violent de la bombe, c’est l’arbre aux quarante écus ou le ginkgo 
biloba qui n’a pas seulement survécu à l’explosion mais il n’a 
aussi montré aucun signe de déformation.



18. 47 Rōnin
L’histoire des 47 rōnin, aussi connue sous le nom de 47 samou
raïs, ou en japonais Akō rōshi, est l’archétype de l’histoire ja
ponaise classique. Elle est décrite dans les manuels d’histoire 
japonais comme une «légende nationale» où les 47 rōnin sont 
aussi appelés les 47 gishi ou Akō gishi.


L’archipel japonais qui forme le pays du Japon s’étend du nord 
au sud le long de la côte du continent eurasiatique, la bordure 
occidentale de l’océan Paciique. 


La structure sous-marine de Yonaguni (Yonaguni-jima kaitei 
chikei/iseki, littéralement « relief/vestige sous-marin de Yonagu
ni-jima ») est une formation gréseuse sous-marine située dans 
les eaux claires de la pointe d’Arakawa, à l’extrémité sud de l’île 
Yonaguni dans l’archipel japonais Ryūkyū. 
Cette île sous-marine fait l’objet de débats scientiiques depuis 
sa découverte en 1985 car selon certains elle pourrait être le 
vestige d’une cité préhistorique.


Le plafond des lances est particulièrement impressionnant, les 

qu’elles offrent l’image de lèches prêtes à être tirées.


Hitachi Seaside Park est un parc loral de 190 hectares situé à 
Hitachinaka dans la préfecture d’Ibaraki, au nord-est de Tokyo. 
Le jardin offre des vues magniiques tout au long de l’année 
grâce à un calendrier de loraison très riche qui afiche des 
dizaines de variétés dont les narcisses, les tulipes, les leurs 
bleues de némophiles et les kochias rouges en automne.


Dans ce sanctuaire célèbre dans tout le pays, on perpétue le 
rituel de la danse kagura, aux origines mythologiques.


On la surnomme la «leur aux 600 noms», tant elle possède 
de dénominations diverses et variées. Il s’agit d’une des leurs 
les plus emblématiques du Japon. La leur Higanbana a ten
dance à pousser près des cimentières, et à leurir au moment de 
l’équinoxe d’automne. C’est donc une leur fortement liée à la 
mort, qui est utilisée pour leurir les tombes.


Ishikawa Takuboku est le plus grand poète japonais de l’ère 
Meiji. Son grand recueil de 1910, Ichiaku no suna (Une poignée 
de sable). 
L’artiste vous emmène à la découverte d’un grand poète du 
début du XX siècle, Ishikawa TAKUBOKU, mort de la tuber
culose à vingt-six ans, souvent qualiié de Rimbaud japonais.


Le mont Tsurugi, l’une des 100 montagnes célèbres du Japon, se 
trouve dans la région est de la préfecture de Toyama au Japon. 
Avec une altitude de 2 999 m, c’est l’un des sommets les plus 
élevés des monts Hida. Le Tsurugi-dake a la réputation d’être 
«la montagne la plus dangereuse à escalader».


Explorez la beauté brute du littoral sud japonais en faisant une 
balade spectaculaire le long des falaises de la péninsule d’Izu. 
Vue imprenable sur l’océan garantie !


Au Japon, la contemplation nocturne des lucioles, hotaru, est un 
plaisir estival bien apprécié des Japonais. Souvent décrite dans 
la littérature nippone, au même titre que la contemplation des 
cerisiers, comme un instant magique et rafiné, la chasse aux 
        
japonaise.



situés dans les forêts des monts Kii au Japon, correspondant à 
la région de Kumano, ou aux préfectures de Wakayama, Nara 
et Mie de la péninsule de Kii, dans le parc national de Yoshino-
Kumano.

30. Yūrei
Dans les croyances populaires japonaises, la mort d’une per
sonne et la disparition de son enveloppe charnelle (nikutai) 
ne signiie pas nécessairement la montée au paradis. En effet, 
certaines personnes qui ont laissé sur terre des chagrins, des 
colères, ou des regrets, ne peuvent pas quitter ce monde, et l’on 
dit de leurs âmes, les yūrei (fantôme), qu’elles apparaissent aux 
personnes touchées par le sort.


Le 9 août 1945 la bombe fut larguée à 10h58, heure locale sur 
Nagasaki, ultimes bombardements stratégiques américains au 
Japon, ville de Nagasaki (195 000 habitants). 






The Sapporo Snow Festival is an event that has taken place at 
the beginning of February every year since 1950 in three loca
tions: the park Ōdōri, Susukino, and at the Japanese self-defence 
forces base in Makomanai.


Arashiyama is a district located in the western suburbs of Kyoto. 
Japanese people admire the views between its mountains, which 
are blooming in spring and coloured red in autumn. The magni
icent bamboo grove adds a touch of green in all seasons.


Mount Hotaka is a mountain in the Hida Mountains in Japan. 
Located on the border between Takayama in Gifu Prefecture and 
Matsumoto in Nagano Prefecture, this pyramidal peak is one of 
Japan’s 100 famous mountains.


It is the kami of wind and air. The breath of Izanagi’s chest gave 
birth to the irst Kami of the wind, Shina Tsu Hiko, who in turn 
created the goddess Shina-to-Be to sweep away the mist that 
covered the Earth.

5. Les Yōkai
The yōkai «spirit», «ghost», «demon», «strange apparition» 
are a type of supernatural creatures in Japanese folklore. It is 

ting everyday or unusual worries.


The Naruto Gyre is a phenomenon caused by the interaction 
of tides in the Naruto Strait between Tokushima Prefecture (on 
Shikoku Island) and Awaji Island (Hyōgo Prefecture) in Japan.


A former slave born on the East African coast in the mid-16th 
century, Yasuke became the irst foreign samurai in the history 
of Japan.


Sumi is the Japanese name for India ink. The traditional ink used 
in calligraphy is called Sumi. Japanese is called sumi. Sumi-e 
literally means «painting» or «ink drawing». It is used today for 
creations that follow strict traditional and cultural patterns, but 
less for free and original creations.

9. Sōhei
The Sōhei were a class of Buddhist warrior-monks from medieval 
Japan. At certain times in history, they had considerable power 
which obliged the daimyō to collaborate with them, or to occupy 
the capital when the emperor made decisions they did not like.


Introduced in Japan in 2016, the Yama no hi is celebrated on 
August 11th. Japan, the only country in the world to pay homage 
to the mountains thanks to this new holiday, hopes to give eve
ryone the opportunity to become familiar with the mountains and 
appreciate their beneits.


Akechi Mitsuhide, March 10, 1528 - July 2, 1582, nicknamed 
Jubei, was a samurai born in Mino province during the Sengoku 
period of Japanese history.


A geisha, is in Japan an artist and a lady companion, who 
devotes her life to the reined artistic practice of traditional 
Japanese arts for accompaniment and entertainment, for a very 
well-to-do clientele.


Living without a queen In their study, the researchers chose a 
surprising species of red ant living in Japan and Taiwan (Cera
pachys biroi). This species reproduces without fertilisation (by 
parthenogenesis). Parthenogenesis as a means of reproduction 
eliminates the inluence of genetics as well as morphology as 
factors in the division of labour. The absence of a queen and 
of hierarchy between the workers also avoids relations of domi
nance, explain the authors.


On 6 August 1945 at 2.45 a.m., Colonel Tibbets took off. 
The weather is clear. At 8:14 a.m., Little Boy is jettisoned. Ano
ther few seconds and the irst atomic bomb in history explodes 
580 metres above Hiroshima.


Iwami Ginzan («Iwami’s Silver Mountain») is the site of a former 
silver mine in the town of Ōda in Shimane Prefecture, Japan. 
The mine was in operation from the 16th to 19th centuries. At its 
peak at the beginning of the 17th century, its annual production 
(30 tons) accounted for a third of world production. It was de
clared a World Heritage Site in 2007.


The Hadaka Matsuri is an annual religious festival coupled with 
a manly competition celebrating near nudity in the winter cold 
in several Japanese cities. The most famous, in Okayama, on 
February 18.


         
kilometre from the epicentre! Surprisingly, one living being that 
was very close to the epicentre survived the extremely violent 
impact of the bomb, it was the tree with forty écus or the ginkgo 
biloba that not only survived the explosion but also showed no 
signs of deformation.



18. 47 Rōnin
The history of the 47 Rōnin, also known as the 47 samurai, or in 
Japanese Akō rōshi, is the archetype of classical Japanese his
tory. It is described in Japanese history textbooks as a «national 
legend» where the 47 rōnin are also called the 47 gishi or Akō 
gishi.


The Japanese archipelago that forms the country of Japan 
extends from north to south along the coast of the Eurasian 
continent, the western edge of the Paciic Ocean. 


The Yonaguni underwater structure (Yonaguni-jima kaitei chikei/
iseki, literally «Yonaguni-jima’s underwater relief») is an un
derwater sandstone formation located in the clear waters of 
Arakawa Point, at the southern end of Yonaguni Island in the 
Japanese archipelago Ryūkyū. This submarine island has 
been the subject of scientiic debate since its discovery in 1985 
because according to some, it could be the remnant of a prehis
toric city.


The ceiling of the lances is particularly impressive, the stalactites 

the image of arrows ready to be ired.


Hitachi Seaside Park is a 190-hectare lower park located in 
Hitachinaka in Ibaraki Prefecture, northeast of Tokyo. The gar
den offers magniicent views throughout the year thanks to a rich 
lowering calendar with dozens of varieties including daffodils, 
tulips, blue nemophile lowers and red kochias in autumn.


In this sanctuary, famous throughout the country, the ritual of 
the kagura dance, with its mythological origins, is perpetuated.


It is nicknamed the « lower of 600 names », as it has so many 
different and varied names. It is one of Japan’s most emblematic 
lowers. The Higanbana lower tends to grow close to cement 
plants, and blooms at the time of the autumn equinox. It is there
fore a lower strongly linked to death, which is used to decorate 
tombs.


Ishikawa Takuboku is the greatest Japanese poet of the Meiji 
era. His great collection of 1910, Ichiaku no suna (A handful 
of sand). The artist takes you to discover a great poet of the be
ginning of the 20th century, Ishikawa TAKUBOKU, who died of 
tuberculosis at the age of twenty-six, often referred to as the Ja
panese Rimbaud.


Mount Tsurugi, one of Japan’s 100 famous mountains, is located 
in the eastern region of Toyama Prefecture in Japan. With an 
altitude of 2,999 m, it is one of the highest peaks in the Hida 
Mountains. The Tsurugi-dake has the reputation of being «the 
most dangerous mountain to climb».


Explore the raw beauty of Japan’s southern coastline on a spec
tacular walk along the cliffs of the Izu Peninsula. Breathtaking 
ocean views guaranteed!


In Japan, the nocturnal contemplation of irelies, hotaru, is a 
summer pleasure well appreciated by the Japanese. Often descri
bed in Japanese literature as a magical and reined moment, as 
well as the contemplation of cherry trees, the hunting of irelies 
was a pastime much appreciated by the Japanese bourgeoisie.


The sacred sites and pilgrimage routes in the Kii Mountains 
are located in the forests of the Kii Mountains in Japan, corres
ponding to the Kumano region, or in the Wakayama, Nara and 
Mie Prefectures of the Kii Peninsula, in the Yoshino-Kumano 
National Park.

30. Yūrei
In Japanese popular belief, the death of a person and the disap
pearance of his or her carnal envelope (nikutai) does not ne
cessarily mean the ascent to paradise. In fact, some people who 
have left on earth sorrows, anger, or regrets, cannot leave this 
world, and it is said of their souls, the yūrei (ghost), that they 
appear to those affected by the fate.


On August 9, 1945 the bomb was dropped at 10:58 a.m. local 
time on Nagasaki, the last American strategic bombing in Japan, 
the city of Nagasaki (195,000 inhabitants). 





En décembre 2018, à Paris, il fait très froid et je suis debout en train d’attendre, une 
écharpe arc-en-ciel autour de mon cou qui recouvre ma bouche, mes lunettes embuées, 
mes pieds engourdis devant le musée. Une longue ile d’attente d’amateurs venus 
découvrir l’exposition «Le Déi» de Tadao Andō, architecte japonais que je ne connais 
pas, s’étire devant le Centre Pompidou. 
Je patiente moi aussi dans cette queue qui s’étire dans le froid parisien.

Un groupe de jeunes asiatiques, coréens ou japonais, que sais-je, attend pour entrer. Un 
jeune homme un peu pâle, à la démarche d’une belle geisha élancée, tient un livre à la 
main. Je réussis à apercevoir le titre : «Une poignée de sable» de Takuboku Ishikawa.
Mon regard se déplace comme un travelling, balayant le musée Brâncuși vers la fontaine 
Stravinsky. Qui était Takuboku, cet écrivain japonais ?

Hiver 2018, le voyage imaginaire vers le Japon commence à occuper mon esprit, le 
blanc, la traversée, l’envie de visiter le Japon et de mieux connaître Takuboku...
L’exposition Tadao Andō fut un régal pour mes sens, et cependant amère pour mes yeux. 
Cette amertume qui montait en moi me it pleurer. Je sentais l’œuvre au fond de moi et 
je m’imaginais toucher la pierre. L’architecture contemporaine de Tadao restera gravée 
dans mon esprit : l’église de la lumière, en 1989, à Osaka, la Maison Azuma en 1976 
à Sumiyoshi, et surtout l’une de ses plus grandes œuvres du 21 siècle, la Bourse de 
Commerce à Paris pour 2021, une architecture futuriste sur un bâtiment du 19 siècle.

J’ai passé beaucoup de temps à regarder, à comprendre les maquettes de la Bourse du 
Commerce. En laissant la lumière pénétrer de la coupole vers l’axe central, François 
Pinault voulait transformer la sphère en un lieu d’art contemporain. J’avais hâte d’être à 
l’intérieur pour voir cette transformation, comme une chenille en papillon. 
Combien de temps pourrais-je rester ici, et me faire enfermer dans l’axe du moulage de 
la sculpture géante en bougie au milieu de ce lieu emblématique ? 
La construction de la halle aux blés fut décidée sur un plan circulaire en 1763, 
Nicolas Le Camus de Mézières en était l’architecte. Elle fut réaménagée pour ac-
cueillir la Bourse de Commerce de Paris à partir de 1889. L’architecte Henri Blondel, 
chargé des travaux, it transformer l’ancienne Halle au blé en Bourse du Commerce. 
La coupole est le seul élément subsistant de cette ancienne halle au blé, il modiia la 
coupole en fonte et verre et it maçonner la partie inférieure en brique.

L’inconnu était là, avec son livre de Takuboku. Nos regards se croisaient parfois, mais 
mes yeux revenaient toujours sur la maquette de Tadao. L’idée de travailler sur une série 
de peintures en noir et blanc relétant ma vision du Japon s’est présentée comme une 
évidence. J’ai choisi la technique de l’encre de Chine sur des toiles blanches. L’archi-
tecture de «mon Japon» a d’abord pris forme sous les pinceaux. Je me suis nourri de 
l’inspiration du béton, de la lumière, du gris, de l’espace et de la liberté, si bien exprimés 
dans les œuvres de Tadao Andō...

Mes cathédrales ont pris forme sur les toiles vierges et la série a pris vie dans cette 
fraternité de couleurs, de noir et de blanc.


Takuboku et Tadao 
Andō
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